
う
し
た
仕
事
の
お
く
れ
や
不
足
は
、

島
田
氏
が
ぶ
つ
か
ら
れ
た
問
題
の
い
と
う

か
野
骨
心
ト
ト
わ
い
と
私
は
思
う
。
日
本
史
研
究
に
は
そ
の

「
ギ
ル
ド
」

の
わ

せ
が
あ
り
、
西
洋
史
研
究
に
も
、
や
は
り
そ
の
「
ギ
ル
ド
」
の
く
せ
が
あ
る
。

私
た
ち
は
、
日
本
史
研
究
・
西
洋
史
研
究
の
成
果
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
場

合
、
日
本
史
研
究
者
・
西
洋
史
研
究
者
の
姿
に
自
分
自
身
を
似
せ
て
考
え
る
こ

と
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
分
野
の
研
究
に
は
、
近
代

n

ブ
ル

ジ
ョ
ア
史
皐
の
基
礎
が
と
も
か
く
も
築
か
れ
て
い
て
、
私
た
ち
の
日
常
的
意
識

、H
H
常
識
が
、
こ
の
よ
う
な
日
本
史
研
究

・
西
洋
史
研
究
に
近
づ
き
ゃ
す
く
な
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
中
園
史
研
究
の
成
果
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち

'
は
、
や
は
り
中
園
史
研
究
者
の
姿
に
自
分
自
身
を
似
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か

そ
れ
を
理
解
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
愛
想
法
は
、
「
正
史
」

の
愛
想
、
土

大
夫
の
愛
想
を
引
き
ず
っ
て
い
る
か
ら
、
要
す
る
に
「
通
」
で
な
い
と
わ
か
り

に
く
い
の
で
あ
る
。
知
識
の
量
よ
り
も
問
題
は
知
識
の
健
系
の
方
に
あ
る
。

し

か
し
、
従
来
の
日
本
史
研
究

・
西
洋
史
研
究
の
趨
系
が
受
け
入
れ
や
す
い
よ
う

に
中
園
や
ア
ジ
ア
の
近
代
を
説
明
し
直
し
て
み
た
と
し
て
も
、
中
国
や
ア

ジ
ア

の
近
代
の
現
質
を
説
明
し
た
こ
と
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
図
鑑
は
そ

こ
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
打
ち
破
る
べ
き
は
、
ま
ず
、
中
園
や
ア
ジ
ア
の
近
代

を
つ
か
み
切
れ
な
い
士
大
夫
的
世
界
観
や
ブ
ル
ジ
ョ
ア
史
事
の
方
法
で
あ
り
、

固
有
名
詞
や
用
語
を
使
う
場
合
の
せ
ま
い
「
ギ
ル
ド
」
意
識
で
あ
る
。
文
献
の

翻
課
・
解
題
・
目
録
・

索
引
作
成
の
仕
事
は
、
問
題
解
決
の
ひ
と
つ
の
要
素
に

す
ぎ
な
い
。

『
辛
亥
革
命
の
思
想
』
は
、
基
本
思
想
に
お
い
て
一
致
し
た
共
同
研
究
グ
ル

ー
プ
が
、
識
者
に
訴
え
か
け
よ
う
と
す
る
何
も
の
か
を
も
っ

て
出
版
し
た
も
の

で
あ
り
、
辛
亥
革
命
に
つ
い
て
の
ひ
と
つ
の
イ
メ
ー
ジ
構
成
を
積
極
的
に
意
図

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
漠
然
と
し
た
文
献
紹
介
で
は
な
い
。
軍
な
る
文
献
主
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「
旗
峨
」
が
鮮
明
で
あ
り
、
健
全

義
、
蓄
積
塩
崎
味
の
仕
事
で
は
決
し
て
な
い
。

な
研
究
業
績
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
般
的
に
は
、
文
献
の
考
謹

・
解
題

・
目
録
作
成
・

索
引
作
成
等

の
仕
事
の
笈
展
は
、
研
究
の
健
全
な
護
展
に
と
っ

て
「
毒
」
に
も
な
り

「
襲
」

に
も
な
る
も
の
で
あ
る
。
文
献
と
考
設
で
重
武
装
し
て
、
歴
史
の
全
鰻
的
展
望

を
持
た
ず
に
自
分
の
小
さ
な
城
を
ど
こ
か
に
築
い
て
そ
れ
を
生
涯
守
り
つ
づ
け

よ
う
と
す
る
よ
う
な
研
究
が
、
革
命
運
動
史
研
究
を
む
し
ば
み
、

革
命
思
想
の

研
究
を
も
お
か
す
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
今
日
の
思
想
欣
況
と
事
界
の
欣
況
か

ら
考
え
て
む
し
ろ
賞
然
の
成
り
行
き
と
思
わ
れ
る
。
中
国
近
代
史
の
事
聞
は、

そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
嘗
分
肥
大
化
を
績
け
る
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
編
集

-m録
・
解
説
に
携
わ
っ
た
方
が
た
と
、
私
自
身
を
も
ふ
く
む

本
書
の
讃
者
が
、
本
書
に
よ
っ
て
築
い
た
も
の
、
本
書
か
ら
皐
ん
だ
も
の
を
、

今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
に
設
展
さ
せ
て
行
く
か
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
同
時

に
、
ま
た
興
味
あ
る
問
題
で
も
あ
る

。

(

石

田

米
子
)

宋

代

商

業

史

研

究

斯

j皮

事量

信

著

昭
和
四
十
三
年
二
月

風
間
書
房
刊

A
5
剣
本
文
五
二
二
頁

附
索
引

唐
宋
時
代
の
経
済
史
上
に
お
け
る
願
者
な
特
色
の
一
つ
は
、

一言
う
ま
で
も
な

く、

商
業
の
未
曾
有
な
愛
展
で
あ
る
。
商
業
経
済
は
、
特
に
宋
代
に
入
っ
て
い

っ
そ
う
の
進
歩
護
展
を
見
た
。
宋
代
の
経
済
史
研
究
は
、
田
制
や
通
貨
の
問
題
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お
よ
び
専
寅
制
の
問
題
な
ど
を
通
し
て
、

各
方
面
に
著
し
い
進
歩
を
み
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
経
済
現
象
の
多
様
性
と
複
雑
性
と
は
、
豊
富
な
宋
代
経
済
史
研

究
の
成
果
を
も
っ
て
し
で
も
、
決
し
て
我
々
の
歴
史
把
握
を
十
全
に
さ
せ
得
な

か
っ
た
。
し
か
も
そ
の
多
様
性
は
、
し
ば
し
ば
多
く
の
成
果
を
し
て
、

分
散
的

孤
立
的
な
も
の
に
す
る
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
も
そ
の

危
険
性
の
あ
る
商
業
史
の
分
野
で、

本
書

「
衆
代
商
業
史
研
究
」
と
い
う
大
作

を
獲
た
こ
と
は
同
時
代
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
多
く

の
研
究
者
に
梅
盆
す
る
こ
と
甚
大
で
あ
る
。

著
者
斯
波
義
信
氏
は
、
東
京
大
率
、
間
大
察
院
を
経
て
、
東
洋
文
庫
研
究
生

と
な
ら
れ
、
現
在
、
熊
本
大
皐
に
奉
職
さ
れ
て
い
る。

氏
は
、
「
南
宋
米
市
場

の
分
析
」
に
お
い
て
、

最
も
重
要
に
し
て
、
普
遍
的
な
商
品
で
あ
る
米
を
取
り

上
げ
ら
れ
て
、
そ
の
流
通
過
程
を
追
求
し
、
嘗
時
の
復
雑
な
市
場
構
造
を
明
ら

か
に
さ
れ
た。

以
来
、
氏
は
宋
代
商
業
史
に
焦
鮎
を
合
わ
せ
て
、
研
究
を
す
す

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

恐
ら
く
、
和
田
清
編
「
宋
史
食
貨
志
謬
註

(
一
)
」
の

「
和
雑
」
を
抱
賞
さ
れ
て
、
難
解
な
こ
の
史
料
に
、
詳
細
な
謬
註
を
施
さ
れ
た

こ
と
は
、
氏
の
研
究
を
更
に
強
固
に
確
質
に
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
引
綴
い
て

「宋
代
に
お
け
る
一滴
建
商
人
と
そ
の
枇
曾
経
済
的
背
景
」
「
宋
代
の
幹
運
・

経

紀
に
つ
い
て
|
経
営
技
術
の
初
期
の
畿
遼
に
闘
す
る
史
的
考
察
|
」

「
宋
代
江

南
の
村
市
ヨ
a
r
2
と
廟
市
町
田
町
」

「
宋
の
力
勝
税
に
つ
い
て
|
日
常
的
消

費
の
展
開
と
関
連
し
て

l
L
等
を
毅
表
さ
れ
、

一
貫
し
て
宋
代
商
業
史
の
研
究

を
鐙
系
的
に
お
し
す
す
め
て
こ
ら
れ
た
。
こ
の
後
、

氏
は
本
書
の
執
筆
に
飲
く

こ
と
の
で
き
な
い
著
者
自
身
の
ノ
l
ト
と
し
て
、

「宋
代
商
業
史
研
究
の
た
め

の
覚
書
」
を
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
本
書
の
第

一
章
を
構
成
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の

「
究
書
」
に
お
い
て
、
自
ら
の
研
究
健
制
に
、

一
つ
の
匿
切
り
を
つ

け
ら
れ
た
氏
は
、
さ
ら
に
「
宋
代
の
製
紙
業
ー
そ
の
生
産
と
流
通
|
」
「
宋
代

運
船
業
の
基
礎
構
造
」
「
宋
代
運
船
業
の
経
営
構
造
」
に
よ
っ
て
、
製
紙
業
と

運
船
業
と
を
詳
細

・
明
確
に
考
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
他

「
m
l
m世
紀

に
お
け
る
中
園
都
市
の
縛
換
」
な
る
論
文
を
護
表
守
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は

T

読

む
機
舎
に
恵
ま
れ
な
か

っ
た
。

本
書
は
、
右
の
よ
う
に
健
系
的
に
展
開
し
て
こ
ら
れ
た
、
著
者
の
研
究
を
ふ

ま
え
て
、

「
宋
代
商
業
史
研
究
」
と
し
て
既
出
の
論
文
と
、
新
た
に
研
究
さ
れ

た
も
の
と
を
系
統
的
に
ま
と
め
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
章
を
お

っ
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

第
一
章
、

問
題
の
基
本
的
考
察
。
本
章
は
総
論
で
あ
る
。
本
章
の
序
論
に
、

唐
末
宋
に
お
け
る

「商
業
の
繁
栄
」
「
商
品
貨
幣
経
済
の
展
開
」
と
い
う
歴
史

事
賓
の
科
皐
的
な
解
明
の
第
一
歩
と
し
て

『
基
本
的
な
史
質
を
確
認
し、

観
貼

と
概
念
内
容
を
明
確
に
し、

翠
説
、
研
究
史
の
傾
向
、
質
鐙
の
成
果
と
問
題
貼

に
つ
い
て
、
一

態
の
展
望
を
果
』

す
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
本
章
の
内

容
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
第
一
節
、

考
察
の
端
緒
。
ま
ず
、

唐
宋
の
蝿
皮
革
期

に
お
け
る
商
業
の
繁
栄
を
再
確
認
さ
れ
、
宋
代
の
商
業
の
範
閣
と
限
界
が、

省

時
の
祉
曾
経
済
秩
序
全
般
の
中
で
定
位
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の

際
、
商
業
史
と
農
業
史
を

『
沓
型
の
商
業
史
叙
述
』
が
採
っ
た
よ
う
に
分
離
さ

せ
る
の
で
は
な
く
て
、
ご
れ
を
統

一
し
て、

『
生
産
の
護
遂
の
度
合
に
規
定
さ

れ
た
祉
曾
的
分
業
の
展
開
』

を
賀
設
し
、

叉
、
政
府
・
民
間
隻
方
の
領
域
に
お

い
て
、
歴
史
事
質
を
分
析
把
握
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
吐
曾
的
比
重
を
規
定
す

る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
前
近
代
に
あ
っ
て
は
商
業
の
役
割
が
、
嘗
該
祉
舎
の

構
成
形
態
の
如
何
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

商
業
史
研
究
が
歴

史
研
究
に
占
め
る
比
重
は
決
し
て
軽
く
な
く
、
歴
史
解
明
の

一
つ
の
重
要
な
手

段
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
節
、

問
題
史
的
考
察
。
最
初
に
宋
代
商
業
史
の
研
究
を
導
い
て
き
た
主

の
L

唱

i
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要
な
見
解
を
ま
と
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
見
解
の
上
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
許
多
の

業
績
を
ふ
ま
え
て
、
現
在
に
お
日じ
い
て
は
『
商
業
愛
展
の
音

一
枇
枇
曾
的
比
重
を
直
接
の
課
題
と
し
て
追
求
』
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
述
ベ

ら
れ
る
。

第
三
節
、
貫
詮
の
現
状
と
問
題
黙
。
本
節
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
膨
大
な
研
究
業
績
を

〔
一
〕
遠
隔
地
商
業
の
形
態
と
内
容
。
A
交
通

・
運
輸
。
〈
イ
)
交
通

・
運

輸
の

一
般
的
形
態
(
構
造

・
勢
働

・
所
有
閥
係
)
、
特
質
。
(
ロ
)
漕

運
・
市
舶

・
商
税
制
度
。

B
全
園
的
市
場
の
形
成
。
(
イ
)
自
然
的
特

産
物
の
生
産
と
流
通
。
(
ロ
)
手
工
業
的
特
産
物
の
生
産
と
流
通
。

c

遠
隔
地
流
通
。

つ
己
都
市
、
ギ
ル
ド
の
縛
換
。
A
都
市
。
B
ギ
ル
ド
。

〔
三
〕
流
通
組
織
〈
配
給
組
織
)
の
整
備
。

〔
四
〕
商
業
利
潤

・
商
人
資
本
。

〔
五
〕
園
家
と
商
業
。

の
項
目
に
分
け
て
整
理
さ
れ
、
各
分
野
の
綜
括
と
問
題
黙
の
抽
出
、
将
来
の
研

究
の
展
望
な
ど
、
本
書
を
ま
と
め
ら
れ
る
に
嘗
っ
て
、
不
可
歓
な
総
論
を
展
開

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

著
者
の
商
業
史
研
究
に
劃
す
る
見
通
し
は
、
第
二
節
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

嘗
時
の
『
商
業
の
機
能
は
、
一
面
的
に
「
解
僅
的
」
、
「
解
放
的
」
と
解
す
る
よ

り
も
、
「
構
成
的
」
、
「
相
互
規
定
的
」
と
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
事
賓

の
適
正
な
許
債
と
、
新
し
い
研
究
分
野
の
開
拓
が
、
は
じ
め
て
合
理
的
に
行
わ

れ
る
で
あ
ろ
う
』
と
い
う
黙
に
要
約
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
著
者
の
問

題
把
握
と
見
解
お
よ
び
将
来
の
展
望
と
は
第
二
章
以
下
の
各
個
研
究
を
導
く
の

で
あ
る
。
な
お
、
第
二
節
、
第
三
節
の
諸
多
の
事
訟
の
整
理
統
合
、
と
り
わ
け

第
三
節
に
み
ら
れ
る
諸
研
究
の
紹
介
と
系
列
化
は
、
大
縦
覧
有
用
な
皐
読
史
で
あ

り
獲
界
展
望
で
あ
る。

第
二
章
、
宋
元
時
代
に
お
け
る
交
通
運
輸
の
護
達
。
宋
代
で
は
、
社
曾
機
構

の
護
遼
に
伴
っ
て
、
官
用
交
通
(
責
租
・
官
僚

・
軍
隊

・
公
文
書
な
ど
の
移

動
)
が
急
速
に
愛
淫
し
た
が
、
一
方
で
は
、
祉
曾
生
産
力
の
向
上
が
商
品
流
通

と
祉
曾
分
業
の
新
局
面
を
切
り
開
き
、
そ
れ
が
た
め
に
、
農
村
の
局
地
的
な
流

通
や
、
遠
隔
地
間
の
商
品
及
び
人
の
移
動
を
媒
介
す
る
民
間
運
輸
業
が
撞
頭
し

て
き
た
。
従
来
の
研
究
が
む
し
ろ
官
用
交
通
を
問
題
と
し
て
い
た
が
、

『
同
時

に
同
等
の
比
重
に
お
い
て
、
上
昇
す
る
民
間
運
輸
業
の
自
律
的
な
カ
と
位
曾
健

制
と
の
相
関
関
係
を
統

一
的
に
究
明
す
る
こ
と
も
、
宋
代
交
通
史
の
重
要
課
題

で
あ
る
』
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、

嘗
時
の
重
要
な
交
通
運
輸
手
段

で
あ
っ
た
運
船
業
を
と
り
上
げ
ら
れ
た
。

第
一
節
、
運
船
業
の
基
礎
構
造
。

「
て
船
舶
の
種
類
と
形
態
」。

こ
こ
で

は
、
船
型
・
船
種
に
関
す
る
文
献
か
ら
各
種
船
舶
を
A
地
域
別
、

B
用
役
別
、

C
形
態
別
に
分
け
て
百
種
以
上
の
船
舶
の
名
稽
が
穆
げ
ら
れ
て
い
る
。
以
下

「
二
、
船
舶
の
構
造
と
動
力
」
〔
=
己
「
運
船
企
業
の
集
中
と
専
業
化
」
と
、

考
察
を
進
め
ら
れ
て
、
『
民
間
運
船
業
は
官
用
交
通
に
依
存
し
つ
つ
も
、
自
ら

の
交
通
手
段
(
各
種
船
舶
・
動
力
)
を
技
術
的
に
改
良
し
て
地
理
的
距
離
の
克

服
、
総
迭
且
阜
の
増
大
を
賞
現
し
、
市
場
を
綴
大
し
た
こ
と
、
ま
た
全
闘
各
地
の

水
運
の
要
地
に
お
け
る
運
船
業
の
集
中
と
専
業
化
が
、
先
進
・
後
進
地
、
卒

野
・
山
村
を
問
わ
ず
、
後
背
地
農
村
の
祉
曾
的
分
業
を
促
進
す
る
契
機
を
も
た

ら
し
、

交
通
手
段
の
創
設
に
必
要
な
資
材
の
生
産
販
寅
を
も
刺
戟
し
た
こ
と』

を
考
設
、
解
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
節
、
運
船
業
の
経
営
構
造
。
本
節
で
は
、
運
船
業
の
経
晶
画
上
の
諸
問
題

が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
〔
ニ
「
魅
力
働
の
諸
性
質
」
。

こ
こ
で
は
、
運
船
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業
に
関
す
る
各
種
労
働
を
と
り
あ
げ
ら
れ
、
各
種
船
舶
に
つ
い
て
、
船
内
お
よ

び
船
外
努
働
に
分
け
て
名
稽
・
携
管
業
務
・
員
数
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
、

次

い
で
船
夫
の
募
集
範
囲
と
そ
の
出
身
階
層
に
つ
い
て
、
運
船
業
に
お
け
る
協
業

の
核
は
家
族
で
あ
り
、
も
し
、
船
夫
の
召
募
が
家
族
の
範
圏
を
越
え
る
と
き

は
、
同
郷
と
か
同
業
の
よ
う
な
縁
故
の
中
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
『
船
夫

は
率
ね
凶
作
や
貨
幣
経
済
の
歴
迫
に
よ
っ
て
農
村
離
脱
を
徐
儀
な
く
さ
れ
た
窮

乏
農
民
や
、
山
村
経
済
の
獲
貌
に
伴
っ
て
積
極
的
に
副
業
的
、
非
農
業
的
職
種

へ
の
縛
出
を
計
っ
た
山
村
農
民
を
出
身
基
盤
と
し
て
い
た
』
こ
と
を
論
じ
ら

れ
、
さ
ら
に
報
酬
「
工
銭
」
に
つ
い
て
具
慢
的
に
述
べ
ら
れ
る
。

己
己
「
経
俸
の
諸
性
質
」
。
宋
代
の
速
船
業
は
自
船
運
迭
を
基
本
形
態
と

し
て
い
た
が
、
交
通
用
役
の
自
己
生
産
か
ら
、
こ
こ
で
も
商
品
生
産
化
が
お
こ

な
わ
れ
は
じ
め
、
経
晶
画
形
態
も
相
感
に
分
化
し
て
き
た
と
し
て
、
〔
I
〕

「
所

有
ハ
占
有
〉
の
形
態
」
を
考
察
さ
れ
、
一
方
に
お
い
て
は
、
投
機
的
な
富
商
・

海
商
や
商
人
組
合
の
経
営
、
他
方
に
は
中
小
資
産
階
層
の
農
民
の
粂
業
的
経
営

ゃ
、
水
上
生
活
者
や
農
村
離
脱
者
の
窮
迫
的
な
零
細
経
営
な
ど
に
み
ら
れ
る
船

主
の
直
接
経
営
に
は
、
自
ら
経
営
披
大
の
限
界
が
存
在
し
た
こ
と
。
や
が
て
、

こ
れ
よ
り
一
歩
進
ん
だ
経
営
形
態
と
し
て
、
陸
上
の
船
主
と
海
上
の
経
営
委
託

者
と
が
分
離
す
る
と
い
う
寸
企
業
形
態
」
と
「
出
資
」
と
の
分
化
が
愛
生
し
、

さ
ら
に
他
人
の
船
舶
を
占
有
租
賃
す
る
傭
船
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

を
論
謹
さ
れ
る
。
〔
E
〕
「
出
資
と
経
轡
」
〔
E
〕
「
運
迭
契
約
」
。
こ
う
し

て
設
達
し
て
き
た
交
通
業
は
、
企
業
と
し
て
の
濁
立
性
を
高
め
、
そ
の
現
れ
と

し
て
運
迭
契
約
、
運
迭
保
険
の
慣
行
が
確
立
し
、
そ
れ
と
共
に
船
行
ハ
船
問

屋
)
の
慣
行
も
護
遼
干
し
た
。
ま
た
、
多
数
の
小
企
業
が
企
業
職
能
を
温
存
し
た

ま
ま
大
企
業
の
傘
下
に
結
集
し
て
慶
大
な
支
信
網
組
織
を
形
成
し
、
地
域
間
の

債
格
差
を
利
用
し
て
利
潤
抽
出
を
有
利
に
展
開
・
支
配
し
た
形
態
も
あ
っ
て
、

『
海
運
業
に
閲
し
て
は
「
合
手
組
合
」
や

「船
舶
共
有
組
合
」
、

「コ

γ
〆
ン

ダ
ハ
持
分
出
資
〉
」
等
の
慣
行
が
出
揃
い
い
、
前
期
的
資
本
の
粛
芽
的
集
中
形
態

が
み
ら
れ
た
』
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
水
運
業
の
努
働
力

が
、
唐
宋
以
来
の
農
村
の
一
定
程
度
に
お
け
る
解
鰻
過
程
か
ら
波
生
し
た
農
村

過
剰
人
口
の
出
稼
努
働
に
基
づ
く
た
め
、
農
村
の
枇
曾
閥
係
を
反
映
し
て
家
父

長
的
家
族
関
係
に
擬
し
て
協
業
が
行
わ
れ
、
ギ
ル
ド
的
性
格
が
濃
厚
で
あ
っ
た

と
結
ば
れ
て
い
る
。

宋
合
同
要
、
長
編
、
文
集
類
等
の
基
本
資
料
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
随
筆
、
雑

記
、
野
史
、
雑
史
の
す
み
ず
み
ま
で
資
料
を
探
求
さ
れ
、
問
題
を

一つ

一
つ
解

決
さ
れ
て
行
か
れ
る
手
堅
い
手
法
に
、
全
く
敬
服
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た

だ
、
茶
腹
商
人
ら
の
「
濁
占
商
人
」
と
「
富
裕
な
商
人
」
と
い
う
臨
別
(
一

O

九
頁
)
が
、
ど
う
い
う
貼
で
つ
け
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、
園
家
権
力
の
支
配
が

徴
税
以
外
に
は
、
こ
の
よ
う
な
民
間
の
運
船
業
に
射
し
て
全
く
存
在
し
な
か

っ

た
の
か
、
さ
ら
に
民
間
の
自
律
的
運
船
業
が
、
関
家
権
力
と
結
合
し
た
官
僚
ら

と
全
然
か
か
わ
り
あ
い
を
持
た
な
い
で
存
在
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
も
し
存

在
し
得
た
の
な
ら、

こ
の
よ
う
な
民
間
の
運
船
業
が
有
利
で
あ
っ
た
原
因
は
な

に
か
、
と
い
う
素
朴
な
疑
問
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

第
三
章
、
宋
代
に
お
け
る
全
園
的
市
場
の
形
成
。

宋
代
に
形
成
さ
れ
た
全
国

的
な
特
産
物
市
場
に
つ

い
て
、
ま
ず
著
者
は
、
嘗
時
の
闘
際
的
、
圏
内
的
市
場

に
お
け
る
商
品
と
、
そ
の
貿
易
の
仲
縫
交
換
地
黙
を
列
翠
さ
れ
、
そ
の
中
の
主

な
自
然
的
及
び
手
工
業
的
特
産
ロ
聞
の
生
産
と
流
通
を
追
求
さ
れ
る
。

第
一
節
、
自
然
的
農
業
的
物
資
の
特
産
化
と
流
通
。
〔
二
米
穀
。
最
初
に

取
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
醤
時
の
主
要
農
産
物
、
米
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
主
と
し

て
南
宋
の
場
合
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
る
。
「
て
生
産
と
流
通
」
。
滋
濃
の
愛

達
、
品
種
の
改
良
、
農
耕
技
術
の
集
約
化
、
作
附
面
積
の
増
大
な
ど
に
よ
っ
て
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米
の
生
産
は
飛
躍
的
に
伸
長
し
た
が
、
地
域
的
な
生
産
力
の
差
は
、
経
済
的
な

先
進
・
後
進
地
域
を
明
瞭
に
色
分
け
し
、
豊
か
な
生
産
地
か
ら
、
低
度
の
生
産

地
へ
の
米
の
移
動
の
中
に
、
商
品
と
し
て
の
流
通
と
市
場
の
成
立
と
が
想
定
で

き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
裕
米
が
庭
く
食
用
に
供
せ
ら
れ
て
い
て
、
品
質

・
債
格
・
校
穫
時
期
の
差
に
よ
っ
て
、
稲
米
の
品
種
・
銘
柄
の
分
化
が
存
在
し

た
が
、
こ
れ
は
、
米
の
商
品
化
を
透
明
す
る
事
骨
で
あ
る
と
さ
れ
、
併
せ
て
、

消
費
市
場
の
構
造
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
つ
い
で
、
嘗
時
の
流
通
状
況
を
各
路

別
に
概
観
さ
れ
、
臨
安
府
・
建
康
府
・
那
州
等
の
首
都
や
軍
隊
の
集
結
地
お
よ

び
大
都
曾
が
、
地
方
的
な
中
心
市
場
で
あ
っ
た
こ
と
、
米
の
生
産
地
か
ら
消
費

地
へ
の
流
出
は
、
大
量
に
し
て
遠
距
離
で
あ
り
、
さ
ら
に
商
人
に
よ
っ
て
任
意

に
版
賀
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
二
、
市
場
構
造
L

。

こ
こ
で
は
、
生
産
者
で
あ
る
農
民
か
ら
消
費
者
に
い
た
る
米
の
流
通
過
程
に
あ

ら
わ
れ
る
歩
据
ま
た
は
負
搭
・
米
主
ま
た
は
場
家
ま
た
は
停
場
家
・
米
船
ま
た

は
米
商
・
米
牙
人
・
米
鋪
等
の
役
割
や
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
、
米
の
市

場
構
造
を
分
析
さ
れ
て
い
る
。

「
三
、
南
宋
米
市
場
の
特
質
」
は
、
商
人
で
は

在
郷
富
農
や
客
商
、
す
な
わ
ち
米
船
や
富
農
・
場
家
の
経
済
的
意
義
が
重
要
で

あ
る
こ
と
、
米
が
高
度
な
商
品
性
を
持
っ
て
い
て
、
全
図
的
市
場
圏
を
形
成
し

て
い
た
こ
と
、
市
場
は
、
閉
鎖
的
な
性
格
で
、
牙
人
牙
行
が
支
配
的
で
あ
っ
た

こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
最
後
に
全
慢
の
ま
と
め
と
し
て
、
商
品
市
場
に
お
け
る

生
産
の
地
域
差
の
存
在
、
地
方
的
産
業
の
専
業
化
傾
向
、
遠
距
離
通
商
の
設

展
、
牙
行
ら
の
仲
介
に
よ
る
局
地
的
市
場
圏
と
客
商
支
配
下
の
流
通
機
構
の
結

合
な
ど
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

つ
づ
い
て
、
油
脂
・
蝋
燭
、
競
菜
、
果
賞
、
砂
糖
、
木
材
、
そ
の
他
l
耕

牛
・
養
魚
等
ー
な
ど
に
つ
い
て
、
種
類
、
生
産
お
よ
び
製
造
法
、
用
途
、
商
品

的
領
値
、
流
通
な
ど
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

非
常
に
詳
細
に
論
愛
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
が
単
に
考
詮
の

成
果
の
羅
列
に
と
ど
ま
ら
ず
、
宋
代
の
商
業
と
の
関
連
の
上
で
と
ら
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
、
著
者
の
考
設
に
お
け
る
手
法
と
共
に
、
大
い
に
啓
設
さ
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

第
二
節
、
手
工
業
的
物
質
の
特
産
化
と
流
通
。
本
節
で
は
紙
、
絹
織
物
、
漆

器
附
漆
液
、
そ
の
他
|
鍛
器
・
銅
器
等
、
に
分
け
て
、
前
節
同
様
、
宋
代
の
商

業
に
お
け
る
こ
れ
ら
手
工
業
的
諸
物
質
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
る
。
個
々
の
物
質

に
つ
い
て
の
紹
介
は
省
く
が
、
要
す
る
に
手
工
業
的
物
質
が
、
都
市
を
中
必
と

す
る
士
大
夫
・
庶
民
な
ど
全
般
的
な
生
活
文
化
の
向
上
と
著
修
的
消
費
の
増
大

に
よ
っ
て
、
特
産
物
化
お
よ
び
商
品
化
さ
れ
て
行
っ
た
こ
と
を
論
震
き
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
可
能
な
限
り
の
資
料
の
蒐
集
と
整
理
が
行
わ
れ
、
未
開

拓
分
野
の
諸
問
題
が
、
一
つ
一
つ
解
明
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
著
者
の
観
駄

が
、
民
間
に
お
け
る
商
業
の
把
握
に
あ
る
の
で
、
む
し
ろ
賞
然
で
は
あ
る
け
れ

ど
も
、
佐
倉
現
象
全
般
と
緊
密
な
関
係
を
有
し
て
い
た
士
大
夫
官
僚
と
、
こ

れ
ら
自
然
的
農
業
的
お
よ
び
手
工
業
的
物
質
と
の
関
係
は
、
間
早
な
る
商
品
と
消

費
者
と
の
関
係
に
は
と
ど
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
生
産
過
程
、
流
通
過
程
に
お
い
て

も
、
官
僚
ら
の
影
響
力
は
純
民
間
企
業
よ
り
優
勢
で
あ
っ
た
か
、
少
く
と
も
相

嘗
な
勢
力
を
持
っ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
四
章
、
宋
代
に
お
け
る
都
市
、
市
場
の
設
展
。
第
一
節
、
宋
代
都
市
の

経
済
的
形
態
。

宋
代
の
都
市
の
経
済
的
責
態
を
例
外
的
な
大
都
市
中
心
で
は
な

く
、
標
準
的

・
卒
均
的
な
地
方
都
市
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
る
。
「
て
都
市
領

域
l
都
市
農
村
間
分
業
の
愛
動
|」
で
は、

遠
隔
地
商
業
の
設
展
に
伴
う
商
人

の
定
住
や
農
村
人
口
の
集
中
に
よ
っ
て
、
城
郭
・
郷
村
の
分
業
編
成
が
尉
れ

て
、
市
域
の
綴
大
や
、
衛
星
都
市
を
含
む
近
郊
地
域
の
融
政
逮
が
商
業
都
市
に
生

じ
、
地
方
農
村
と
の
聞
に
は
、
商
品
流
通
に
基
づ
く
新
た
な
分
業
編
成
が
生
じ

F
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た
こ
と
、
商
業
設
展
に
促
さ
れ
た
農
村
の
局
地
的
な
生
産
の
向
上
を
背
景
と
し

て
、
需
給
の
中
心
が
地
方
に
援
散
し
、
都
市
経
済
の
網
の
目
が
一
段
と
密
に
な

っ
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
さ
ら
に
宋
代
の
都
市
農
村
聞
の
分
業
構

造
は
、
商
業
都
市
と
周
遊
農
村
、
お
よ
び
局
地
内
の
市
場
町
と
そ
の
周
透
耐
震
村

な
ど
と
が
互
い
に
重
復
し
な
が
ら
有
機
的
に
秩
序
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
行
政

的
に
は
、
官
府
の
支
配
力
が
強
く
、
市
場
地
の
政
治
寄
生
的
性
格
が
み
ら
れ
、

そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
『
市
場
の
狭
さ
に
由
来
す
る
農
民
的
商
品
流
通
機
構

の
構
造
の
弱
さ
を
表
明
』
し
て
い
る
と
設
か
れ
る
。
「
二
、
都
市
的
土
地
所
有

l
課
税
原
理
と
都
市
の
再
編
成

1
L
で
は
、
都
市
内
の
土
地
家
屋
に
劃
す
る
富

商
富
山
庚
の
二
次
的
投
資
が
活
澄
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
都
市
土
地
所
有
を
通
じ

て
都
市
を
経
済
的
に
再
編
成
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
、
菟
役
法
、
方
回
均
税

法
な
ど
新
法
の
改
革
を
経
て
、
商
工
業
者
が
土
地
(
家
屋
)
所
有
者
に
支
梯
う

地
代
を
課
税
基
準
と
し
て
掌
復
す
る
健
制
が
北
宋
末
か
ら
南
宋
初
に
か
け
て
成

立
し
た
こ
と
、
な
ど
を
論
ぜ
ら
れ
る
。
「
三
、
都
市
人
口
都
市
市
場
の
性
格
」

で
は
、
非
生
産
流
寓
人
口
が
農
業
か
ら
離
脱
し
て
都
市
や
市
場
地
に
寄
生
し
た

こ
と
、
富
豪
・
大
商
人
ら
の
資
産
階
層
と
多
数
の
零
細
小
工
業
者
ら
が

一
般
都

市
人
口
の
構
成
要
素
で
あ
っ
た
が
、
市
民
層
の
貧
富
爾
僅
へ
の
分
解
は
決
定
的

な
も
の
に
な
っ
た
こ
と
、
都
市
の
市
場
は
窮
極
に
お
い
て
少
般
の
富
豪
の
資
産

に
依
存
し
て
お
り
、
従
っ
て
都
市
商
工
業
者
の
設
展
に
一
定
の
限
界
の
あ
っ
た

こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ま
た
官
僚
自
ら
資
産
の
増
殖
を
は
か
る
者
も

あ
り
、
一
方
で
は
買
官
に
よ
っ
て
特
機
的
な
商
業
を
な
さ
ん
と
し
た
商
工
業
者

も
多
般
存
在
し
た
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
方
が
一
般
的

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
都
市
市
場
が
少
数

の
富
豪
の
資
産
に
支
配
さ
れ
て
い
た
と
設
か
れ
る
が
、
こ
れ
も
、
市
場
に
封
す

る
支
配
力
と
富
豪
と
の
関
係
は
、
か
な
り
官
僚
と
市
場
支
配
力
と
の
関
係
に
置

換
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
二
筒
、
宋
代
江
南
の
村
市
と
廟
市
。
本
節
で
は
、
地
方
的
小
都
曾
の
下
層

に
康
範
に
分
布
す
る
小
規
模
の
市
場
ヨ
ミ
rm件
目
立
回
円
。
ゃ
、
不
定
期
に
超
地
方

的
に
開
催
さ
れ
る
廟
市
の
賞
態
に
つ
い
て
、
主
に
江
南
・
四
川
の
場
合
を
追
求

さ
れ
る
。
「
一
、
宋
代
江
南
の
村
市
」
で
は
、
媛
市
が
江
酋
、
湖
南
、
蔚
南
、

一
繭
建
地
方
の
小
規
模
な
村
落
の
市
で
あ
り
、
亥
市
・
山
市
・

夜
市
・
村
市

・
野

市
・
草
市
な
と
の
名
稽
で
呼
ば
れ
た
こ
と
、
極
市
は
率
ね
村
落
の
市
と
し
て
愛

生
し
、
こ
れ
が
開
か
れ
る
豪
落
は
徽
家
の
村
か
ら
数
百
家
の
市
や
鋲
に
及
ん
だ

こ
と
、
悼
也
市
の
分
布
密
度
は
最
小
五
支
里
ほ
ど
で
あ
っ
て
、
近
接
し
過
ぎ
る
と

市
場
閣
の
問
題
か
ら
紛
宇
が
起
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
、
補
地
市
の
商
業
統
制
と

保
安
維
持
は
、
建
設
者
で
あ
り
程
税
請
負
人
で
あ
る
在
地
士
豪
・
商
人
と
、
保

安
及
び
徴
税
面
か
ら
閥
興
す
る
官
府
と
の
利
害
の
一
致
に
お
い
て
行
わ
れ
、

官

府
の
金
銭
牧
入
は
地
方
財
源
に
充
て
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
考
察
さ
れ
る
。「
二
、

宋
代
江
南
の
廟
市
」
で
は
、
商
業
取
引
の
祭
市
で
あ
っ
た
寺
廟
市
に
つ
い
て
、

そ
の
開
催
地
、
時
期
、
商
品
、
商
人
等
を
考
設
さ
れ
、
一
般
の
村
市
と
は
相
違

す
る
と
説
か
れ
る
。
そ
し
て
大
小
の
村
市
・
廟
市
な
ど
定
期
市
の
重
層
的
存
立

が
、
大
量
の
需
要
と
供
給
と
を
結
合
し
、
市
場
償
格
を
形
成
す
る
鮎
に
、
地

方
経
済
に
お
け
る
こ
れ
ら
諸
交
換
黙
の
特
有
な
震
展
の
意
義
が
あ
る
と
結
ば
れ

る
。
こ
こ
で
も
、
徹
底
し
た
資
料
蒐
集
と
詳
細
な
考
費
、
お
よ
び
煩
雑
な
資
料

の
闘
表
化
が
見
ら
れ
、
大
い
に
理
解
に
役
立
っ
て
い
る
。

第
五
章
、
商
業
組
織
の
護
達
。
本
章
で
は
、

宋
代
の
商
品
流
通
に
お
け
る
仲

買
業
の
業
種
と
機
能
に
つ
い
て
論
究
さ
れ
、
宋
代
に
は
回
・
宅
・
家
畜
・
人
身

な
ど
の
主
要
動
産
は
じ
め
、
そ
の
他
普
通
動
産
を
含
め
、
『
寅
賞
、
賃
貸
借
の

取
引
に
は
、
牙
と
総
す
る
仲
買
業
が
薮
逮
し
、

こ
れ
に
附
随
し
て
倉
庫

・
飯
館

業
を
粂
ね
る
仲
買
問
屋
、
午
貝
租
や
官
物
の
納
入
を
請
負
う
租
税
請
負
人
が
現
わ

po 
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れ
た
』
こ
と
を
賞
詮
さ
れ
る
か

第
六
章
、
商
人
資
本
の
諸
性
質
。
第
一
節
、
商
人
資
本
の
形
成
|
宋
代
に
お

け
る
福
建
商
人
の
活
動
と
そ
の
祉
曾
経
済
的
背
景
」
。
本
節
で
は
、
関
商
と

呼
ば
れ
た
福
建
出
身
の
商
人
が
、
固
い
地
縁
的
紐
常
で
紅
曾
的
経
済
的
に
相
互

に
結
合
し
て
活
躍
し
た
様
子
を
摘
出
さ
れ
る
。
編
建
は
、
人
口
過
剰
と
経
済
的

援
展
に
伴
う
後
利
機
舎
の
増
加
に
よ
っ
て
、
北
宋
中
期
よ
り
商
入
居
合
}
輩
出
し

た
こ
と
、
人
口
過
剰
の
た
め
、
極
度
の
耕
地
利
用

・
細
分
化
が
行
わ
れ
た
が
、

そ
れ
も
限
界
に
遣
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
農
産
物
の
商
品
化
や
他
産
業
の
育
成

と
い
う
方
向
が
と
ら
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
祉
曾
的
階
層
分
化
が
進
行
し
て
農
民

の
多
く
が
商
業
関
係
に
聴
換
し
、
外
地
へ
の
設
展
に
際
し
て
は
、
同
郷
意
識
で

相
互
に
結
合
し
た
こ
と
、
一
服
建
商
人
は
海
商
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
そ
の
他
沿

海
運
輸
業
、
内
陸
各
地
の
商
業
、
金
融
業
な
ど
様
々
な
職
業
に
活
躍
し
た
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
彼
ら
特
有
の
意
識
上

・
身
分
上
の
枇
曾
的
背
景
が
あ
っ
た
こ

と
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

第
二
節
、
商
業
経
営
の
性
格
|
幹
運
・
経
紀
を
中
心
に

l
。
本
節
で
は
、
商

業
経
営
の
技
術
上
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
、
こ
の
時
代
の
商
業
設
展
の
様

相
を
と
ら
え
ら
れ
る
。
唐
宋
の
頃
に
現
わ
れ
る
幹
運

・
経
紀
な
る
語
が
、
商
業

経
径
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
商
業
の
護
展
と
密
接
に
関
連
し

て
い
る
こ
と
。
し
か
し
、
宋
代
の
商
品
経
済
の
愛
遼
段
階
で
は
、
業
務
の
専
門

化
は
成
長
過
程
に
あ
っ
て
、
後
世
ほ
ど
明
瞭
な
分
化
が
、
呼
務
お
よ
び
職
能
上

に
現
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
主
人
と
経
営
者
と
の
聞
に
は
封
建
的
な
警
鐘
制
の

白
隷
属
閥
係
が
濃
厚
で
あ
り
、
宋
代
は
商
業
経
営
の
技
術
的
後
展
の
蔚
芽
時
代
で

あ
る
と
言
え
る
こ
と
な
ど
を
解
明
さ
れ
る
。
た
だ
、
本
節
第
二
項
で
、
富
豪

や
地
主

・
商
人
の
家
で
、
家
族
外
の
管
理
者
に
家
計
の
運
営
を
委
託
す
る
慣
行

が
、
相
嘗
普
及
し
て
い
た
と
設
か
れ
る
が
、
官
僚
の
家
で
も
幹
人
な
ど
家
計
管

産
者
が
い
た
こ
と
は
多
く
の
例
が
あ
る
よ
う
で
あ
り
ふ
富
豪
・
地
主

・
商
人

と
官
僚
と
の
閥
係
が
、
種
々
の
形
で
関
連
し
て
い
た
と
は
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

カ
第
三
節
、
商
業
的
富
の
性
格
。
個
別
資
本
の
経
営
で
は
、
設
展
に
限
度
が
あ

り
、
種
々
の
商
業
に
資
本
集
中
の
蔚
芽
形
態
に
あ
た
る
仲
間
組
織
が
生
ま
れ
た

こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
連
財
合
本
な
ど
の
個
別
資
本
の
集
中
化
に
移
行
し
て
行

っ
た
こ
と
、
し
か
し
、
獲
得
さ
れ
た
利
潤
は
、

土
地
を
主
な
投
資
封
象
と
し
た

こ
と
な
ど
を
裁
か
れ
る
。

第
七
章
、
紅
禽
と
商
業
。
第
一
節
、
消
費
の
増
大
。
都
市
生
活
者
で
あ
る
貴

人

・
士
大
夫

・
富
民
ら
の
高
官
修
的
消
費
が
増
大
し
、
こ
の
風
潮
が
庶
民
に
も
浸

透
し
た
た
め
、
都
市

・
農
村
を
間
わ
ず
消
費
が
増
大
し
た
こ
と
、
日
常
必
需
品

に
劃
す
る
消
費
は
著
し
く
鎖
大

・
多
様
化
し
、
こ
れ
が
市
場
に
お
け
る
購
買
力

を
高
め
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
ら
れ
る
。

第
二
節
、
農
村
に
お
け
る
非
農
業
的
職
種
の
増
大
。
宋
代
に
お
い
て
非
農
業

人
口
の
比
率
が
高
ま
っ
た
こ
と
、
そ
れ
は
、

省
時
の
農
村
が
激
し
い
階
層
的
分

化
を
経
、
箪
純
に
農
業
を
以
て
自
立
自
給
す
る
よ
り
も
副
業
的
お
よ
び
機
曾
的

に
商
業
営
利
を
営
む
者
が
、
上
下
の
階
層
に
亘
っ
て

存
在
し
た
こ
と
、
こ
れ

は
、
曲
戸
村
が
自
給
自
足
的
紋
態
か
ら
商
業
組
織
の
設
展
に
よ
っ
て
都
市
と
統
合

さ
れ
、
枇
曾
構
造
上
に
都
市
化
現
象

5
Z
E
s
t
g
が
お
こ
り
、
駐
曾
分
業

が
進
展
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
こ
と
な
ど
を
論
じ
ら
れ
る
。
「
第
三
節
、
管
利

の
意
識
」
は
省
略
。

第
八
章
、
宋
代
の
力
勝
税
園
家
と
商
業
と
の
一
関
係
|
C
本
章
で
は
、
宋

代
の
商
税
の
中
で一

種
の
内
地
関
税
に
あ
た
る
力
勝
税
に
つ
い
て
考
察
さ
れ、

力
勝
の
名
稽
の
由
来
や
、
力
勝
税
が
官
僚
支
配
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
、
力
勝
税

の
牧
入
は
地
方
財
一源
と
な
っ
た
こ
と
、
商
税
濫
徴
の
名
目
に
力
勝
税
が
使
わ
れ

η' 
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た
こ
と
な
ど
を
解
明
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
南
宋
に
お
け
る
力
勝
税
菟
除
の
強
行

は
、
地
方
財
政
の
あ
る
程
度
の
犠
牲
の
も
と
に
流
通
を
回
復
し
、
集
権
纏
制
の

安
定
化
を
計
る
必
要
が
園
家
鐙
制
の
中
に
存
在
し
た
た
め
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

明
ら
か
に
さ
れ
る
。
と
も
す
れ
ば
箪
な
る
制
度
史
的
問
題
の
解
明
に
お
わ
っ
て

し
ま
う
内
容
を
底
く
祉
曾
経
済
的
な
背
景
と
結
合
さ
せ
ら
れ
た
論
考
で
あ
る
。

以
上
、
大
づ
か
み
な
紹
介
を
し
て
き
た
。
宋
代
の
経
済
史
研
究
に
は
ず
ぶ
の

素
人
の
筆
者
に
と
っ
て
、
斯
波
氏
の
大
著
を
批
評
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と

で
、
専
ら
内
容
を
紹
介
し
た
。
著
者
自
身
、
本
書
の
あ
ち
こ
ち
で
述
べ
て
お
ら

れ
る
よ
う
に
、
一
見
孤
立
的
分
散
的
に
な
り
易
い
テ
1
7
を
、
常
に
宋
朝
祉
禽

金
鍾
と
の
深
い
関
連
性
の
上
に
立
っ
て
考
察
さ
れ
、
し
か
も
、
膨
大
且
つ
未
整

理
、
雑
多
な
資
料
を
、
可
能
な
限
り
蒐
集
・
整
理
し
て
一
つ
一
つ
寅
謹
さ
れ
る

研
究
方
法
に
は
、
登
〈
敬
服
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
著
者
が
さ
ら
に

い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
研
究
を
進
め
ら
れ
、
次
々
に
問
題
を
解
明
さ
れ
る
こ
と
を

切
望
し
、
期
待
し
て
や
ま
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
斯
波
氏
が
主
と
し
て
宋
代

の
民
間
に
お
け
る
商
業
を
追
求
さ
れ
て
い
る
た
め
、
士
大
夫
官
僚
と
商
業
と
の

関
係
の
解
明
が
若
干
少
い
の
は
、
い
さ
さ
か
残
念
に
思
わ
れ
る
。
あ
り
き
た
り

の
見
解
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
最
終
的
に
は
官
僚
な
ど
支
配
階
層
と
の
関
係
を

無
視
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
恐
ら
く
出
版
期
日

の
せ
い
で
あ
ろ
う
か
、
課
植
が
か
な
り
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
一
九

三
頁
『
元
の
四
明
の
酔
〔
戴
〕
表
元
の
剣
源
酔
〔
戴
〕
先
生
文
集
』
や
二
九
八

頁
『
動
〔
宋
〕
の
春
明
退
朝
鍛
』
や
、
一
一
一
一
一

O
頁
『
清
明
集
伊
婚
恥
恥
〔
字

財
〕
』
な
ど
で
あ
る
。

書
評
に
は
程
遠
く
、
紹
介
に
終
始
し
、
し
か
も
論
旨
を
誤
解
し
た
所
が
多
く

あ
っ
た
と
思
う
。
著
者
の
寛
恕
を
乞
う
て
煮
を
ふ
さ
ぐ
次
第
で
あ
る
。

ハ
衣
川

強

第
二
十

第
十
九

第
十
八

東

洋

史

研

究

叢

刊

惰

唐

研

究

布

目

潮

楓

著

A
5剣
本

文

四

九

五

頁

附

索

引

定

債

二

八

O
O圃

史

中
国
古
代
の
家
族
と
園
家

守
屋
美
都
雄
著

A
5剣
本

文

六

五

O
頁

附

索

引

定

債

三

二

O
O固

中
関
政
治
制
度
の
研
究

山

本

隆

義

著

A
5剣
本

文

五

三

O
頁

附

索

引

定

債

三

0
0
0園

右
書
御
希
墓
の
方
は
本
合
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
(
語
一
健
一
酬
)

京
都
市
左
京
直
吉
田
本
町
京
大
文
皐
部
内

東

洋

史

研

究

曾

振
替
京
都
三
七
八
二
番
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